
ヒトの認知機能への
漢方医学的アプローチ

2026年 9月18日金 19:00～20:00

第16回 小太郎漢方東京WEB講演会

1981年 筑波大学卒業

1985年 筑波大学心身障害学系教育研究科 講師

1995年 茨城県立こども病院小児神経精神発達科非常勤講師

1998年 つちうら東口クリニック開設

2016年 横浜薬科大学 客員教授

・日本小児東洋医学会 理事

・日本東洋医学会認定 漢方専門医

・日本小児科学会認定 小児専門医・指導医

・日本小児神経症学会認定 小児神経専門医

・茨城県・医師会認定 茨城県糖尿病登録医

Zoomウェビナー

弊社HPからもご登録いただけます

つちうら東口クリニック（茨城県土浦市）

川嶋 浩一郎 先生

※いただいた情報につきましては、個人情報保護法その他の関係法令を遵守し、安全

・適切に管理します。また、取得した個人情報は次の利用目的以外に利用せず、法令

の定めがある場合を除き第三者に提供しません。

■利用目的 弊社からの医薬品情報、講演会・セミナー情報、医療・学術情報などの情

報提供活動ダイレクトメール、E-mail等での提供を含む）、その他業務上の諸連絡。

事務局：小太郎漢方製薬株式会社 東京支店

【担当:古川 03-3231-2340】

【川嶋浩一郎先生よりメッセージ】

ヒトの認知機能は、記憶・実行機能・感情制御など多様な領域が相互に影響し合って機能しています。その基盤となる

のは、神経の再生や可塑性（Sprouting）と、抑制系神経によるノイズキャンセリングやミクログリアによる適切な刈

り込み（Pruning）を通じた、効率的な神経ネットワークの形成です。このSproutingを促進し、過剰なPruningを適正

化していると思われる漢方薬があります。本講演では、神経発達症や認知症の症例を交え、ヒトの認知機能の成長と老

化への漢方アプローチについて述べてみたいと思います。


